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要約

１９８２年以来、核不拡散及びコスト上の理由から、発電用原子炉の使用済み燃料を再処理しないというのが米国の政策となってきた。米国エネルギー省は、原子力発電所を持つ米国の電力会社から使用済み燃料を受け取り、連邦政府の地層処分場に入れることになっている。米国の最初の処分場は、ネバダ州ヤッカ・マウンテンの地下で開発中である。元々は、この処分場が１９９８年に使用済み燃料を受け入れ始める予定だった。しかし、プロジェクト管理問題やネバダ州による断固たる反対の結果、その運転開始は少なくとも２０年の遅れを生じる予定となっている。

このため、米国の原子力発電所を持つ電力会社は、エネルギー省に対し、貯まり続ける使用済み燃料を貯蔵しておくために、中央集中型の中間貯蔵施設を一つかそれ以上作るように働きかけてきた。電力会社側は、「原子力のルネッサンス」――つまりは原子力発電所への投資――は、連邦政府が使用済み燃料を原子炉のサイトから運び出すことが出来るということを示して見せない限り、米国では起きないと主張している。しかし、米国の各州政府は、中間貯蔵施設の受け入れに抵抗している。ヤッカ・マウンテン処分場が許可されずじまいとなり、中間貯蔵施設が永久的なものになることを恐れてのことである。

日本では同じような状況が生じた結果、最終的にその使用済み燃料を再処理するためにまず英仏両国に送り、今度は、２００億ドルをかけて国内再処理施設を建設している。現在この再処理施設に使用済み燃料が送られている。米国エネルギー省は２００６年に、これと同じく、米国の使用済み燃料の「解決策」として再処理を提案した。

軽水炉燃料の再処理は、フランスと英国で大規模に行われている。これまで再処理された使用済み燃料の多くは、ドイツや日本など外国のものである。しかし、フランスと英国は、再処理から生じる放射性廃棄物は元の国に返還されねばならないとしているから、両国の顧客となっている国々が抱えている放射性廃棄物の中間貯蔵の必要という問題は単に延期されたに過ぎない。日本では、青森県が、国内再処理工場の受け入れの際の取り決めの一貫として、ヨーロッパから返還される再処理廃棄物を、中間貯蔵のために、受け入れることに同意した。ドイツ、それにフランスを除く他のほとんどのヨーロッパ諸国は、国内で使用済み燃料の再処理をせず、地層処分場ができるまで貯蔵しておくことに決めている。フランスは、その自国の使用済み燃料を再処理し続ける計画で、日本と同様、再処理で生じる放射性廃棄物をラアーグにある再処理工場のサイトで貯蔵している。英国は、再処理を完全に放棄しつつある。

軽水炉の使用済み燃料を再処理する工場の建設は、元々は、１９７０年代に、液体ナトリウム冷却プルトニウム増殖炉の運転開始用のプルトニウムを獲得する手段として正当化された。増殖炉は、理論上、同じ量の天然ウランから、１００倍ものエネルギーを取り出すことができるとされた。しかし、増殖炉への移行は起きなかった。増殖炉の、そして、再処理工場の資本コストが予測よりずっと高く、また、世界の原子力発電容量が、１９７０年代に予測されたレベルの数パーセントにしか伸びなかったからである。このため、そして、オーストラリアとカナダにおける高品質のウラン鉱脈の発見の結果、低コストのウランの不足の心配は、少なくとも１世紀遠ざかった。今日、プルトニウムがリサイクルされているところでは、それは、プルトニウムを取り出した軽水炉自体の燃料としてリサイクルされている。再処理コストを「埋没コスト」として無視したとしても、プルトニウム燃料は、一般的にいって、通常の低濃縮ウラン燃料よりも高くつく。

世界的には、分離されたプルトニウムの約半分が再処理工場において、再処理で生じた高レベル廃棄物とともに貯蔵されたままになっている。事実上、これらのサイトは、使用済み燃料中間貯蔵施設なのである。使用済み燃料の多くは分離されたかたちで貯蔵されているというのが違うだけである。２００５年現在、分離済みの民生用プルトニウムは、２５０トンに上っている。核兵器を３万発以上作るのに十分な量である。

エネルギー省は、その提案に従って米国の使用済み燃料から分離されることになっているプルトニウムを、既存の軽水炉でリサイクルすることを計画していない。連邦政府の補助金を注ぎ込んで高速中性子「燃焼」炉を何十基も建設しようというのがエネルギー省の案である。これらの炉は、基本的に、炉心の設計の変更を除けば、経済的に競争力を持てないナトリウム冷却炉プルトニウム増殖炉と同じものである。プルトニウム――それに、将来的には、軽水炉の使用済み燃料からプルトニウムよりは少量で抽出される他の超ウラン元素（ネプツニウム、アメリシウム、キュリウム）――は、工程ロスを除き、すべて分裂させられるまで、これらの炉で何度もリサイクルされることになる。これによって得られるとされる主たる利点は、使用済み燃料のトン当たりの長寿命の廃棄物が少なくなること、そして、ヤッカ・マウンテンで、より多くの使用済み燃料の残存物を貯蔵できるために第２処分場の必要が先延ばしできることである。しかし、このようなプログラムは非常にコスト高となる。1９９６年に米国科学アカデミーが行った研究では、米国で既に貯まっている使用済み燃料だけを扱うコストでも、「５００億ドル以上に上ると見られ、１０００億ドル以上となる可能性も十分ある」とされた。米国の電力会社は、これらの余分のコストは、連邦政府が出さなければならないと明確に述べている。このプログラムが――ナトリウム冷却炉を商業化しようというこれまでの計画がそうであったように――１基か２基の「実証」炉が作られた後に中止となる可能性は十分ある。この場合、再処理工場は、単に、再処理された使用済み燃料の中間貯蔵施設となってしまう。英国やロシアでその増殖炉の商業化プログラムが失敗に終わった後起きているのとおなじことである。

フランスの原子力企業連合アレバは、第三世代の再処理・プルトニウム燃料製造統合工場を使うフランス式アプローチを米国でとった方が安くつくと提案している。これは、プルトニウムを一度だけ軽水炉でリサイクルするというものである。その結果生じる使用済みＭＯＸ燃料――その製造の際に入れられたプルトニウムの量の３分の２をまだ含んでいる――は、再処理工場で無期限に中間貯蔵されることになる。つまり、この場合も、再処理工場は、割高の使用済み燃料中間貯蔵施設の役割を果たすことになるのである。

米国政府の政策は、１９７４年にインドが、米国の援助を得た再処理計画で回収された最初のプルトニウムを核爆発を起こすのに使った後、再処理反対に変わった。再処理は、核兵器を作りたいと考えるもの――国家であれ、国家より小さなグループであれ――がプルトニウムを入手するのを可能にする。なぜなら、再処理は、使用済み燃料の中でプルトニウムと混ざっている核分裂生成物が出す致命的なガンマ線による防護をプルトニウムから取り除くからである。

２００６年初頭、エネルギー省は、最初、通常の再処理より「核拡散抵抗性」の高いものを提案した。再処理されたプルトニウムを、使用済み燃料の中のプルトニウム以外の超ウラン元素（ネプツニウム、アメリシウム、キュリウム）の一部またはすべてと混ざったままにするというものである。これらの元素の一部は、プルトニウムより放射能が強いが、この混合物を取り巻く放射野は、国際原子力機関（ＩＡＥＡ）が意味のある「自己防衛」を提供するのに必要としている強さの１０００分の１にしかならない。

最近になって、これらの超ウラン元素の一部を含む燃料の製造に伴う未解決の技術的困難のため、エネルギー省は、ウランの一部がプルトニウムと混ざった状態にするという点だけが通常の再処理と異なるような再処理工場の建設について、産業側の「関心表明」を求めている。この混合物からは、純粋なプルトニウムが、遮蔽のないグローブボックスで分離できる。

実際、ブッシュ政権は、エネルギー省が提案している再処理のどのタイプも、核拡散の懸念国家で運転するのに十分なほど拡散抵抗性があるとは言っていない。そのため、ブッシュ政権は、核兵器国と日本が他の非核兵器国に再処理サービスを提供するという「国際原子力パートナーシップ（ＧＮＥＰ）」を提案しているのである。この提案は、すでに、フランスにおいて再処理技術の輸出についての関心、そして、韓国では、自前の再処理能力取得に関する関心の再燃をもたらすというかたちで、裏目に出ている。既に本格的な商業用濃縮工場を持つ国だけに濃縮を限定しようというブッシュ政権の同様の提案は、やはり、半ダースほどの非核兵器国において濃縮の関心の再燃をもたらしている。

これと比べ、実質的に「我が国は再処理しない。貴国にもその必要はない」という米国の政策は、ずっと大きな成功を収めてきた。この政策が実施されてきた３０年間、非核兵器国で商業用再処理を開始したところはなく、７ヶ国が、民生用再処理の関心を放棄している。ベルギー、ドイツ、イタリアでは、国内の開発の方が米国の政策より重要だった。しかし、アルゼンチン、ブラジル、韓国、台湾――核兵器のオプションの開発に関心を持っていた国々――は、米国の圧力が重要な役割を果たした。今日では、商業用再処理を行っている非核兵器国は、日本だけである。

ヤッカ・マウンテンあるいは他の中央集中的貯蔵所に米国の使用済み燃料を送ることができるようになるまでは、主な代替策は、古くなった使用済み燃料を原子炉サイトでそのまま乾式貯蔵するというものである。米国の発電用原子炉のサイトの保安用フェンスの内側には、たとえ原子炉の寿命を６０年まで延ばすことが認められたとしても、その間に放出される使用済み燃料を貯蔵するのに十分なスペースがある。運転中の原子炉のサイトでは、乾式貯蔵される燃料がもたらす安全及び保安上のリスクの追加分は、原子炉の炉心にある燃料や最近炉心から出されて使用済み燃料プールに置かれている燃料から来る危険と比べれば無視できるものである。

表１　世界の分離済みプルトニウムの民生用保有量及び軍事用余剰量（単位：トン）

	国
	民生用保有量 
(2005年末) 
	余剰と宣言された

軍事用保有量 

	ベルギー
	3.3 (2004) (+0.4トン、フランスに) 
	-- 

	中国
	0 
	0 

	フランス
	81 (30トン外国所有) 
	0 

	ドイツ 
	12.5 (+ 15 トン英仏に) 
	-- 

	インド
	5.4 
	0 

	日本
	5.9 (+38トン英仏に) 
	-- 

	ロシア
	41 
	34-50 

	スイス
	英仏に最大２トン 
	0 

	英国
	105 (27外国所有) (+ 0.9 トン国外に) 
	4.4 

	米国
	0 
	45 

	合計
	≈250 
	83-100 


表２フランス燃料サイクルの４つのシナリオにおける使用済み燃料処分コスト

（10億ドル（2006年）：使用済み燃料5万8000トン）
	
	再処理された使用済み低濃縮ウラン燃料の割合 

	 
	100% 
(推論によるシナリオ)
	67% 
	27% (再処理は2010年で終了) 
	再処理なし

	バックエンド・コスト
	84 
	74 
	61 
	41 

	プルトニウム・リサイクルによるフロント・エンドのコスト削減 
	-10 
	-8 
	-2 
	0 

	ネット・コスト 
	74 
	66 
	59 
	41 
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図３　ウランの平均及びスポット価格　
（2003年恒常ドル：1971-2005年）

出典：
Matthew Bunn, Steve Fetter, John Holdren and Bob van der Zwaan, “The Economics of Reprocessing Versus Direct Disposal of Spent Nuclear Fuel,” Nuclear Technology 150, June 2005, p. 209, updated by 
Steve Fetter. 
原注：

ウランのスポット価格は、2005年以後さらに上がって、2006年11月現在で$150/kgに達している（Nukem Market Report, December 2006）。これは、価格の低い時期に多くの鉱山が閉鎖されたためと見られ、その結果ウラン採掘に対する関心が再燃している。従って、ウランのスポット価格のピークは、1970年代末のピークと同じく一時的なものと見られる（“Uranium Glowing,” Economist, 19 August 2006, p. 53）。
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図９　使用済み燃料の乾式キャスク貯蔵

通常、キャスク２体で、電気出力１００万キロワットの原発の年間使用済み燃料放出量相当を収納できる。使用済み燃料の中間貯蔵の単純さと図６に示される巨大な再処理工場施設群の複雑さと比べれば、中間貯蔵のコストが比較的低いことが理解しやすくなる。

[image: image2.emf]
図６　フランスのラアーグ（フランス北部）にある使用済み燃料再処理工場施設群

フランスのプルトニウム燃料製造工場は、南フランスにあり、日常的な分離済みプルトニウムのトラックによる長距離輸送が必要となっている。

第2章 歴史的背景

（中略）

ブッシュ政権の再処理案

米国の原発を抱える電力会社もまた［日本と同じく］、貯まり続ける使用済み燃料を原発の敷地から運び出せないでいる。上述の通り、理由は、ネバダ州ヤッカ・マウンテンの地下に地層処分場を作るというエネルギー省の計画の許可作業が遅れていることにある。このため、米国の電力会社は、敷地内での乾式キャスク貯蔵施設の増強のために生じたコストに関してエネルギー省を相手取って訴訟を起こしている。

これらの訴訟が増え続けるのを防ぐため、米国議会は、２００５年、エネルギー省に対して、米国の使用済み燃料を中央集中的に中間貯蔵し、再処理する計画を立てるよう要請した。これを受けて、エネルギー省は、２００６年５月、「国際原子力エネルギー・パートナーシップ（ＧＮＥＰ）」という計画を発表した。この計画には、軽水炉の使用済み燃料を次の４つの流れに分離する再処理工場を建設するという考えが入っていた：１）ウラン、２）プルトニウムと他の超ウラン元素（ネプツニウム、アメリシウム、キュリウム）が混ざったもの、３）半減期３０年の核分裂生成物（ストロンチウム９０及びセシウム１３７）、４）残りの核分裂生成物。

超ウラン元素は、将来開発されることになっている高速「燃焼」炉に入れて――各種廃棄物に含まれてしまう部分以外は――全部核分裂してしまうまでリサイクルされるというアイデアである。燃焼炉の設計は、以前にプルトニウム増殖炉として商業化することになっていたナトリウム冷却炉を応用したものとすることになっている。唯一の違いは、炉心の回りでプルトニウムを増殖するはずのブランケット部分を取り外すことである。ウランは、貯蔵されるか、廃棄物として処分される。ストロンチウム９０とセシウム１３７は、地上で何百年か中間貯蔵される。再処理工場でということになるのだろう。これらの三つの流れを分離した後に残る廃棄物だけがヤッカ・マウンテン処分場に入れられることになる。

各サイクルでストロンチウム９０及びセシウム１３７と超ウラン元素（それぞれ、１００年、１０００年という単位で測った場合に、使用済み燃料の崩壊熱の主要発生源）の９９％を除去することにより、ヤッカ・マウンテンの地下に作られる処分用トンネルの回りの岩の長期的な温度上昇が使用済燃料トン当たりで２０分の１に削減されるという話である。つまり、ヤッカ・マウンテンが満杯になって、つぎの処分場の建設が必要になるまで収容できる使用済燃料の量が２０倍になるということである。ヤッカ・マウンテン処分場の受け入れに対する政治的抵抗が極めて激しいものとなっているため、エネルギー省は、この点を、提案されているＵＲＥＸ＋という再処理方式の燃料サイクルの大きな長期的利点と考え、米国の原子力の長期的将来にとって欠かせないものとみなしている。

しかし、現在のヤッカ・マウンテンの処分容量の限度は、物理的なものではなく、法的に定められたものである。議会は、ヤッカ・マウンテンを米国の最初の放射性廃棄物処分場に選定した際、ネバダ州に対し、この負担を一州だけで負わなくて良いと保証することを望んだのである。前述の通り、議会は、このため、ヤッカ・マウンテンで収容できる商業用の使用済み燃料あるいは再処理廃棄物の量を、「第２処分場が運転され始めるまでは」６万３０００トンに限定したのである。この量の使用済み燃料は、２００８年までに米国の原発から出てきてしまう。それで、他の州に処分場を設ける必要について緊急の警告が発せられているわけである。この問題に対処するため、ブッシュ政権は、ヤッカ・マウンテンに貯蔵できる使用済み燃料の量についての法的制限を解除することを提案している。
連邦政府は、ヤッカ・マウンテンの物理的容量について政府としての結論をまだ出していない。しかし、電力産業側の「電力研究所（ＥＰＲＩ）」は、処分場の許可プロセスの一環として行われた連邦政府の研究を使って、ヤッカ・マウンテンの調査対象となった地域に２６万―５７万トン――そしておそらくはさらに多くの量の――使用済み燃料を貯蔵するのに十分な容量があると推定している。これは、現在の米国の原発からその寿命の間に取り出されると予想される使用済み燃料の量の２－５倍に達する。

しかし、処分場の許可の遅れと電力会社による訴訟のために、エネルギー省の資金を決める議会の上下両院の予算小委員会が、同省に対し、原発の敷地から使用済み燃料を運び出し始めるように圧力をかけている。少なくとも部分的には、この圧力の結果、エネルギー省は２００６年８月７日、次のような発表を行った。フランスで使われている既存の技術に基づく再処理工場（年間使用済み燃料処理量２０００－３０００トン）と、フランスの失敗したスーパーフェニックス炉で使われたのと同じプール型のナトリウム冷却高速炉（熱出力２００万キロワット）を建設することを検討しているというのである。再処理工場には、修正を加え、分離されるプルトニウムに、使用済み燃料内のウランの一部が混ざって入るようにすることになっている。これによって、エネルギー省は、再処理を、これまでより「核拡散抵抗性」のあるものにするとの約束を守るというわけである。しかし、このような混合物からプルトニウムを分離するのは、使用済み燃料から分離するのよりはずっと簡単である（第５章参照）。高速炉には、最初は、「通常の高速炉燃料」を入れることになる。つまり、プルトニウムとウランの混合物である。２００７年１月、エネルギー省は、このプログラムの開始についてエネルギー省長官が決定するための基礎を「２００８年６月までに」提示する計画だと発表した。つまり、ブッシュ大統領が政権を去る前にということである。

軽水炉の使用済み燃料を２０００－３０００トン再処理すると、年間２４－３６トンのプルトニウムが分離される。フランスの失敗に終わった熱出力３００万キロワットのスーパーフェニックスは、ワンススルーの燃料サイクル［高速炉の使用済み燃料を再処理しないもの］でも、年間２トンほどのプルトニウムしか消費できない。つまり、軽水炉でＭＯＸ燃料をリサイクルするというフランスの方式をエネルギー省が採用しなければ、同省の再処理イニシアチブは、予見できる将来においては、米国の原発から運ばれてくる使用済み燃料のほとんどすべてを、プルトニウムと高レベル廃棄物にわけて再処理工場の敷地で保管しておくことになる。従って、エネルギー省のイニシアチブの真の理由は、日本の場合と同様、地層処分場が使用可能になるまで使用済燃料の別の行き場を提供することにあるように見える。

エネルギー省の提案は、そのコストと米国の核不拡散政策に与える影響との両方のため論争の的となっている。これらの問題については、次の二つの節で議論する。
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price

		Uranium Prices

				SAUS ($/lbU3O8)						EIA ($/lb) paid by utilities		NUKEM ($/lbU3O8)										UxC ($/lbU3O8)		EURATOM Supply Agency (ECU/kgU)				GDP deflator		Exchange Rate ($/euro)		(2003$/kgU)

				73-85 (83$); 86-89 (88$); 90-96 (92$)								Contract						Spot														SAUS						EIA avg paid		Contract						Spot				UxC		ESA				2003$/kgU

		Year		Contract		Spot		Delivered				US dom.		US for.		EURATOM		restricted		unrestrict		Spot		Contract		Spot						Contract		Spot		Delivered				US dom.		US for.		EURATOM		restricted		unrestrict		Spot		contract		spot		Spot		US del.		EURATOM

		1970																										42.00

		1971																6.00										44.40																		64.66										64.66

		1972																5.50										46.50																		56.59										56.59

		1973		20.40		13.10		14.50										6.00										49.50				93.94		60.33		66.77										58.00										58.00		66.77

		1974																11.00										54.00																		97.47										97.47

		1975		36.50		40.80		18.10																				59.30				168.09		187.89		83.35																				187.89		83.35

		1976		46.30		65.00																						63.10				213.22		299.33																						299.33

		1977		46.40		65.20		30.50																				67.30				213.68		300.25		140.46																				300.25		140.46

		1978		45.30		62.20		31.10										43.23										72.20				208.61		286.44		143.22										286.48										286.48		143.22

		1979		43.10		56.40		31.60										42.63										78.60				198.48		259.73		145.52										259.51										259.51		145.52

		1980		35.50		38.60		34.20										32.22										85.70				163.48		177.76		157.49										179.89										179.89		157.49

		1981		29.40		26.80		35.70										23.99										94.00				135.39		123.42		164.40										122.11										122.11		164.40

		1982		25.90		20.80		41.60										20.46										100.00				119.27		95.79		191.57										97.89										97.89		191.57

		1983		27.20		23.00		38.20										22.21										103.90				125.26		105.92		175.91										102.28										102.28		175.91

		1984		22.60		16.60		31.30										17.80										107.90				104.08		76.44		144.14										78.93										78.93		144.14

		1985		21.10		14.50		29.26				31.43		20.08		29.00		15.56										112.69				97.17		66.77		134.74				133.44		85.25		123.13		66.06										66.06		134.74		123.13

		1986		19.30		18.10		31.90				30.01		20.07		31.00		17.10										116.35				73.40		68.84		121.32				123.41		82.53		127.48		70.32										70.32		121.32		127.48

		1987		18.50		17.30		19.60				27.37		19.14		32.50		18.03				16.92						120.62				70.36		65.80		74.54				108.57		75.92		128.92		71.52				67.10						71.52		74.54		128.92

		1988				14.50		25.70				26.15		19.03		31.82		15.08				14.63						125.81						55.15		97.74				99.45		72.38		121.02		57.35				55.62						57.35		97.74		121.02

		1989				14.20		27.80				19.56		16.75		29.35		9.90				9.97						130.87						54.01		105.73				71.51		61.24		107.30		36.19				36.45						36.19		105.73		107.30

		1990				10.43		16.77		15.62		15.70		12.55		29.39		11.10				9.76						135.94						34.54		55.53		54.98		55.26		44.17		103.45		39.07				34.36						39.07		54.98		103.45

		1991				8.94		14.04		14.35		13.66		15.55		26.09		9.04				8.75						140.28						29.60		46.49		48.95		46.59		53.04		88.99		30.83				29.84						30.83		48.95		88.99

		1992				7.95		13.45		13.87		13.45		11.34		24.71		7.82		7.82		8.55						144.49						26.33		44.54		45.93		44.54		37.55		81.83		25.90		25.90		28.33						25.90		45.93		81.83

		1993				9.73		12.81		11.97		13.14		10.53		21.17		9.98		7.12		10.11						148.82		1.17				32.22		42.42		38.48		42.25		33.85		68.06		32.09		22.89		32.51						32.09		38.48		68.06

		1994		11.55		8.87		9.81		10.4		10.63		8.95		20.25		9.31		7.05		9.37		44.50		18.75		153.29		1.19		38.25		29.37		32.49		32.46		33.18		27.94		63.21		29.06		22.01		29.24		64.99		27.38		29.06		32.46		63.21

		1995		11.68		10.65		10.46		11.25		11.39		10.20				11.46		8.45		11.46		34.75		15.25		157.89		1.29		38.68		35.27		34.64		34.09		34.52		30.91				34.73		25.61		34.72		50.38		22.11		34.72		34.09		50.38

		1996		13.44		14.20		12.87		14.12		13.81		13.15				15.43		14.12		15.61		32.00		17.75		162.62		1.25		44.51		47.02		42.62		41.54		40.63		38.69				45.40		41.54		45.92		44.37		24.61		45.92		41.54		44.37

		1997								12.88		12.87		11.81								12.05		34.75		30.00		165.79		1.13								37.17		37.14		34.08								34.78		45.07		38.91		34.78		37.17		45.07

		1998								12.14		12.31		11.19								10.31		34.00		25.00		167.83		1.12								34.61		35.09		31.90								29.39		41.26		30.33		29.39		34.61		41.26

		1999								11.63		11.88		10.55								10.25		34.75		24.75		170.25		1.07								32.69		33.39		29.65								28.82		38.97		27.76		28.82		32.69		38.97

		2000								11.04		11.45		9.84								8.20		37.00		22.75		173.83		0.92								30.39		31.52		27.09								22.58		37.68		23.17		22.58		30.39		37.68

		2001								10.15		10.45		9.51								8.80		38.25		21.00		177.94		0.90								27.29		28.10		25.57								23.66		36.45		20.01		23.66		27.29		36.45

		2002								10.36		10.35		10.05								9.89		34.00		25.50		179.96		0.95								27.54		27.52		26.72								26.29		34.45		25.84		26.29		27.54		34.45

		2003								10.81												11.55		30.50		21.75		184.03		1.13								28.11												30.02		33.76		24.08		30.02		28.11		33.76

		2004								12.61												18.55		29.20		26.14		189.5473522631		1.24								31.83												46.83		34.21		30.63		46.83		31.83		34.21

		2005								14.36												28.52		33.56		44.27		195.233772831		1.24								35.19												69.90		39.36		51.92		69.90		35.19		39.36

		1973		66.77

		1975		83.35

		1977		140.46

		1978		143.22

		1979		145.52

		1980		157.49

		1981		164.40

		1982		191.57

		1983		175.91

		1984		143.68

		1985		134.74

		1986		121.32

		1987		74.54

		1988		97.74

		1989		105.73

		1990		54.98

		1991		48.95

		1992		45.93

		1993		38.48

		1994		32.46

		1995		34.09

		1996		41.54

		1997		37.17

		1998		34.61

		1999		32.69

		2000		30.39

		2001		27.29

		2002		27.54

		2003		28.11

		2004		31.83

		2005		35.19

		Souces:

		UxC spot price:				http://www.uxc.com/review/uxc_prices_mth-end.html

		EIA average price				http://www.eia.doe.gov/cneaf/nuclear/umar/summarytable1.html

		EURATOM average				http://ec.europa.eu/euratom/index_en.html

		Deflators, exchange rates				http://research.stlouisfed.org/fred2/





UxC

				U3O8		CIS U3O8		RU U3O8

		30-Mar-87		$17.00						$16.92

		27-Apr-87		$17.00

		25-May-87		$17.00

		29-Jun-87		$17.20

		27-Jul-87		$17.20

		31-Aug-87		$17.00

		28-Sep-87		$16.75

		26-Oct-87		$16.75

		30-Nov-87		$16.75

		28-Dec-87		$16.50

		25-Jan-88		$16.50						$14.63

		29-Feb-88		$16.25

		28-Mar-88		$16.00

		25-Apr-88		$16.00

		30-May-88		$15.50

		27-Jun-88		$15.25

		25-Jul-88		$14.55

		29-Aug-88		$14.10

		26-Sep-88		$13.85

		31-Oct-88		$13.20

		28-Nov-88		$12.30

		26-Dec-88		$12.00

		30-Jan-89		$11.50						$9.97

		27-Feb-89		$11.25

		27-Mar-89		$10.75

		24-Apr-89		$10.20

		29-May-89		$9.75

		26-Jun-89		$9.65

		31-Jul-89		$9.65

		28-Aug-89		$9.60

		25-Sep-89		$9.60

		30-Oct-89		$9.40

		27-Nov-89		$9.30

		25-Dec-89		$9.00

		29-Jan-90		$8.90						$9.76

		26-Feb-90		$8.80

		26-Mar-90		$8.80

		30-Apr-90		$8.90

		28-May-90		$9.35

		25-Jun-90		$11.00

		30-Jul-90		$11.75

		27-Aug-90		$11.50

		24-Sep-90		$10.50

		29-Oct-90		$8.50

		26-Nov-90		$9.50

		31-Dec-90		$9.65

		28-Jan-91		$9.20						$8.75

		25-Feb-91		$9.40

		25-Mar-91		$9.40

		29-Apr-91		$9.00

		27-May-91		$9.25

		24-Jun-91		$9.10

		29-Jul-91		$8.75

		26-Aug-91		$9.00

		30-Sep-91		$8.25

		28-Oct-91		$7.50

		25-Nov-91		$7.40

		30-Dec-91		$8.75

		27-Jan-92		$7.90						$8.55

		24-Feb-92		$8.00

		30-Mar-92		$7.90

		27-Apr-92		$7.90

		25-May-92		$7.70

		29-Jun-92		$7.90

		27-Jul-92		$7.90

		31-Aug-92		$8.10

		28-Sep-92		$8.60

		26-Oct-92		$10.25

		30-Nov-92		$10.50

		28-Dec-92		$10.00

		25-Jan-93		$9.80		$7.65				$10.11

		22-Feb-93		$10.10		$7.60

		29-Mar-93		$10.20		$7.45

		26-Apr-93		$10.35		$7.10

		31-May-93		$10.10		$7.00

		28-Jun-93		$10.30		$7.00

		26-Jul-93		$9.90		$6.90

		30-Aug-93		$10.10		$7.00

		27-Sep-93		$10.30		$7.00

		25-Oct-93		$10.30		$7.00

		29-Nov-93		$10.00		$7.00

		27-Dec-93		$9.90		$7.00

		31-Jan-94		$9.50		$7.00				$9.37

		28-Feb-94		$9.50		$7.10

		28-Mar-94		$9.50		$7.10

		25-Apr-94		$9.40		$7.10

		30-May-94		$9.25		$7.20

		27-Jun-94		$9.25		$7.30

		25-Jul-94		$9.40		$7.30

		29-Aug-94		$9.20		$7.30

		26-Sep-94		$9.10		$7.20

		31-Oct-94		$9.20		$7.20

		28-Nov-94		$9.50		$7.20

		26-Dec-94		$9.60		$7.20

		26-Dec-94		$9.60		$7.20

		30-Jan-95		$9.70		$7.20				$11.46

		27-Feb-95		$10.35		$7.30

		27-Mar-95		$11.00		$7.50

		24-Apr-95		$11.50		$7.60

		29-May-95		$11.75		$7.70

		26-Jun-95		$11.75		$7.90

		31-Jul-95		$11.90		$8.40

		28-Aug-95		$11.90		$9.00

		25-Sep-95		$11.80		$9.50

		30-Oct-95		$11.80		$9.70

		27-Nov-95		$11.80		$10.10

		25-Dec-95		$12.25		$10.30

		29-Jan-96		$12.90		$10.60				$15.61

		26-Feb-96		$15.25		$12.50

		25-Mar-96		$15.90		$14.00

		29-Apr-96		$16.15		$14.00

		27-May-96		$16.50		$14.50

		24-Jun-96		$16.60		$14.75

		29-Jul-96		$16.50		$15.25

		26-Aug-96		$16.40		$15.50

		30-Sep-96		$15.90		$15.25

		28-Oct-96		$15.50		$15.00

		25-Nov-96		$15.00		$14.50

		30-Dec-96		$14.70		$13.90

		27-Jan-97		$14.25		$12.90				$12.05

		24-Feb-97		$13.75		$12.50

		31-Mar-97		$13.00		$12.00

		28-Apr-97		$12.25		$11.50

		26-May-97		$11.50		$10.50

		30-Jun-97		$10.70		$9.75

		28-Jul-97		$10.60		$9.50

		25-Aug-97		$10.30		$9.00

		29-Sep-97		$10.85		$9.00

		27-Oct-97		$12.50		$9.50

		24-Nov-97		$12.75		$9.50

		29-Dec-97		$12.15		$9.50

		26-Jan-98		$12.00		$9.40				$10.31

		23-Feb-98		$11.00		$9.25

		30-Mar-98		$10.70		$9.25

		27-Apr-98		$10.80		$9.20

		25-May-98		$10.90		$9.20

		29-Jun-98		$10.90		$9.20

		27-Jul-98		$10.50		$9.20

		31-Aug-98		$10.25		$9.05

		28-Sep-98		$9.90		$9.05

		26-Oct-98		$9.25		$8.75

		30-Nov-98		$8.75		$8.10

		28-Dec-98		$8.75		$8.10

		25-Jan-99		$10.50		$8.75				$10.25

		22-Feb-99		$10.50		$8.75

		29-Mar-99		$10.85		$8.50

		26-Apr-99		$10.85		$8.50

		31-May-99		$10.65		$8.50

		28-Jun-99		$10.40		$8.40

		26-Jul-99		$10.30		$8.20

		30-Aug-99		$10.10		$8.20

		27-Sep-99		$9.90		$8.20

		25-Oct-99		$9.70		$8.00

		29-Nov-99		$9.70		$7.75

		27-Dec-99		$9.60		$7.60

		31-Jan-00		$9.50		$7.50				$8.20

		28-Feb-00		$9.40		$7.40

		27-Mar-00		$9.20		$7.30

		24-Apr-00		$9.00		$7.20

		29-May-00		$8.45		$7.00

		26-Jun-00		$8.15		$7.00

		31-Jul-00		$8.05		$7.00

		28-Aug-00		$7.80		$6.75

		25-Sep-00		$7.45		$6.70

		30-Oct-00		$7.25		$6.70

		27-Nov-00		$7.10		$6.50

		25-Dec-00		$7.10		$6.50

		29-Jan-01		$7.25		$6.50				$8.80

		26-Feb-01		$7.90		$6.50

		26-Mar-01		$8.20		$7.00

		30-Apr-01		$8.60		$7.00

		28-May-01		$8.90		$7.60

		25-Jun-01		$8.90		$7.60

		30-Jul-01		$8.90		$8.00

		27-Aug-01		$9.10		$8.80

		24-Sep-01		$9.30		$9.00

		29-Oct-01		$9.45		$9.20		$0.25

		26-Nov-01		$9.50		$9.20		$0.30

		31-Dec-01		$9.60		$9.30		$0.30

		28-Jan-02		$9.70		$9.40		$0.30		$9.89

		25-Feb-02		$9.90		$9.60		$0.30

		25-Mar-02		$9.90		$9.60		$0.30

		25-Apr-02		$9.90		$9.70		$0.20

		27-May-02		$9.90		$9.70		$0.20

		24-Jun-02		$9.90		$9.70		$0.20

		29-Jul-02		$9.85		$9.65		$0.20

		26-Aug-02		$9.85		$9.65		$0.20

		30-Sep-02		$9.75		$9.55		$0.20

		28-Oct-02		$9.90		$9.70		$0.20

		25-Nov-02		$9.90		$9.70		$0.20

		30-Dec-02		$10.20		$10.00		$0.20

		27-Jan-03		$10.20		$10.00		$0.20		$11.55

		24-Feb-03		$10.20		$10.00		$0.20

		31-Mar-03		$10.10		$9.90		$0.20

		28-Apr-03		$10.75		$10.75		$0.00

		26-May-03		$11.00		$10.80		$0.20

		30-Jun-03		$10.90		$10.70		$0.20

		28-Jul-03		$10.90		$10.70		$0.20

		25-Aug-03		$11.30		$11.10		$0.20

		29-Sep-03		$12.20		$12.00		$0.20

		27-Oct-03		$12.75		$12.55		$0.20

		24-Nov-03		$13.75		$13.45		$0.30

		29-Dec-03		$14.50		$14.20		$0.30

		26-Jan-04		$15.50

		23-Feb-04		$16.50

		29-Mar-04		$17.50






